
資料１－２

令和２年度保険者機能強化予算の執行状況について



保険者機能強化予算について

保険者機能強化予算設置の背景

 高齢化の進展を見据えた社会保障費節減という観点、健康づくりに対する国民の関心の高まり等も背景に、各保険者には、

医療費の適正化や加入者の健康増進を図ること等がこれまで以上に期待されている。

 協会けんぽは47都道府県全てに支部を持ち、地域の実情に応じたきめ細やかな取り組みを展開できることが最大の強み

である。

 各支部が地域性を踏まえた独自の取り組みを意欲的に行うことで、基盤的保険者機能や戦略的保険者機能を一層発揮

できるよう、令和元年度より支部保険者機能強化予算が創設された。

 協会は「加入者及び事業主の皆様の意見に基づく自主自律の運営」を基本コンセプトとしている。

 支部の保険者機能を発揮するために何が必要なのか、費用対効果はどうなのかなど、支部評議会（加入者等の代表）の意

見も踏まえながら検討することが必要となる。

奈良支部の令和２年度保険者機能強化予算の予算枠

支部医療費適正化等予算 → １０，２５９，０００円

支部保健事業予算 → ３２，６５７，０００円

予算の算出基準：協会けんぽ全体予算8億円を、全支部一律に定額部分600万円を設定した上で、残りを加入者数で
按分し加算

予算の算出基準：協会けんぽ全体予算40億円を、40歳以上の加入者数で按分
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令和２年度支部保険者機能強化予算の執行実績

項目 実績 予算額 執行
3年度
実施

医

療

費

適

正

化

等

予

算

市町村及び地区薬剤師会と連携した残薬調整運動の実施 新型コロナウイルスの影響により未実施 110,000 0 〇

医師向けジェネリック使用促進セミナー 新型コロナウイルスの影響により未実施 325,000 0 〇

企画部門経費 435,000 0

「協会けんぽなら健康だより（納入告知書同封）」の発行
毎月の納入告知書に同封することで、健
康保険制度や保険事業、保険者の取組
などについて周知した。

1,386,000 744,150 〇

協会けんぽのしおり（総合パンフレット）の作成
健康保険委員や新規適用事業所に配布
することにより、情報提供を行った。

660,000 315,700 〇

かかりつけ医の普及に向けたリーフレットの作成
医師会と連名によるポスターを作成し、健
康保険委員と県内医療機関に配布した。

660,000 38,412 〇

健康保険の財政状況の周知及び医療費の適正化の普及に向け
たリーフレットの作成

ジェネリック製薬協会から「日本がもし
1000人の村だったら」のリーフレットの提
供を受け、健康保険委員やセミナー会場
で配布した。

660,000 0 ×

任意継続申請セットの作成
任意継続の申請がスムーズに行ってもら
えるよう、申請書とリーフレット、返信用封
筒のセットを作成し配布した。

550,000 272,580 〇

限度額適用認定申請セットの作成
限度額適用認定証の利用を促すため、
申請セットを作成し医療機関や希望する
加入者に配布した。

495,000 188,210 〇

協会けんぽからのお知らせ（チラシ）

保険証の正しい使い方や限度額適用認
定証、ジェネリックのことについてわかりや
すく漫画形式で記載したリーフレットを集
団健診やセミナー会場で配布した。

220,000 236,500 〇

紙媒体による広報経費 4,631,000 1,795,552

（単位：円）
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令和２年度支部保険者機能強化予算の執行実績

項目 実績 予算額 執行
3年度
実施

医

療

費

適

正

化

等

予

算

ジェネリック医薬品使用促進に向けたSNS広報
Facebookの広告を活用しジェネリック医
薬品使用促進の広報を実施した。

330,000 275,000 〇

ジェネリック医薬品使用促進に関するバス広告
奈良交通車体バスラッピング及び社内デ
ジタルサイネージ広告を利用し、ジェネ
リック医薬品使用促進の広報を実施した。

1,396,890 1,308,780 〇

地元紙への広告掲載
地元紙である奈良新聞に支部の各種事
業に関する周知広報を実施した。

1,000,000 812,000 〇

近鉄新大宮駅構内看板の設置
支部最寄駅へ看板を設置することにより、
ジェネリック医薬品使用促進の広報を実
施した。

462,000 330,000 〇

奈良支部イメージキャラクター「ヘルシカくん」のイラスト作成
ホームページや支部作成チラシ等に活用
するため、「ヘルシカくん」の新ポーズを
作成した。

110,000 57,200 〇

意見発信に向けたアンケートの実施
新型コロナウイルスの影響により、地域医
療構想調整会議が未実施であったため、
アンケートも実施しなかった。

385,000 0 ×

ジェネリック医薬品普及促進に向けた奈良テレビを通じた広報
地元テレビ局「奈良テレビ放送」を利用し、
ジェネリック医薬品使用状況に関する集
中的な広報を実施した。

1,507,000 1,485,000 〇

その他の広報 5,191,000 4,267,980

医療費適正化等予算 計 10,257,000 6,063,532

（単位：円）
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令和２年度支部保険者機能強化予算の執行実績

項目 実績 予算額 執行
3年度
実施

保

健

事

業

予

算

事業者健診ＨｂＡ1ｃ追加検査費用 健診機関を通じて、事業者健診データの
提供依頼をするにあたり、HbA1cの追加
検査の実施費用を負担するための費用。

198,000 244,221 〇

健診機関実地指導旅費 主に公用車を使用しており、旅費が発生
するものはなかった。

12,000 0 〇

協会主催の被扶養者向け集団健診 協会主催の集団健診をショッピングセン
ターや公民館等にて実施。また、オプショ
ナル健診（骨密度）の追加等により魅力
的な健診を実施した。

6,266,000 6,918,651 〇

事業者健診データ取得に係る電話勧奨業務 大規模事業所を中心に、事業者健診
データの紙での提供依頼の勧奨文書と
対象者リストを事業所あてに送付。

1,012,000 1,119,305 ×

健診推進経費 休日に健診を実施した健診機関に対する
インセンティブ費用。

1,272,000 139,700 〇

生活習慣病予防健診未受診者に対する受診勧奨 生活習慣病予防健診の未受診者に対し、
ダイレクトメールを送付することにより受診
勧奨を実施。

2,625,700 2,385,695 〇

健診経費 11,386,000 10,807,572

（単位：円）
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令和２年度支部保険者機能強化予算の執行実績

項目 実績 予算額 執行
3年度
実施

保

健

事

業

予

算

特定保健指導中間評価時の血液検査費 特定保健の中間評価を行うにあたって実
施する血液検査費用経費。

396,000 122,100 〇

保健指導用等経費
保健指導用パンフレット作成等を実施。 1,441,000 806,574 〇

保健指導推進経費 実施なし
（特定保健指導に対するインセンティブ）

561,000 0 〇

特定保健指導利用勧奨経費 事業者健診を受診されている事業所に対
して、特定保健指導の制度説明および受
診勧奨を事業者健診結果データ提供依
頼と併せて実施。

660,000 160,050 〇

保健指導経費
3,058,000 1,088,724

未治療者受診勧奨 二次勧奨対象者に対し、委託により健診
機関から、健診結果と一緒に、医療機関
受診を促す通知等を送付した。

330,000 96,250 〇

重症化予防対策 奈良市の加入者に対して、奈良市医師会
及び奈良市と連携し、外部委託による保
健指導を実施した。また、奈良市以外の
加入者については、奈良県及び奈良県
医師会と調整し、委託にて保健指導を４
名に実施した。奈良県医師会と連携し、
未治療者に対し、医療機関受診を促した。

7,361,000 5,457,320 〇

重症化予防事業経費 7,691,000 5,553,570

（単位：円）
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令和２年度支部保険者機能強化予算の執行実績

項目 実績 予算額 執行
3年度
実施

保

健

事

業

予

算

第5回「職場まるごと健康チャレンジ」 「職場まるごと健康チャレンジ」から「職場
まるごと健康宣言」に名称と実施方法を変
更して実施し、令和2年度は271社が健康
宣言を行った。

3,520,000 2,824,723 〇

健康経営事例集の作成 健康経営に取り組む事業所の拡大を図る
ため、健康経営優良法人の認定を受けた
事業所の取り組みの紹介や健康経営優
良法人制度についての解説を掲載した
健康経営事例集を作成し配布した。

1,925,000 1,166,000 〇

コラボヘルスのための健康講座 加入事業所に委託事業者の保健師・管
理栄養士等が趣き、従業員の健康づくり
に資する健康講座を11講座実施した。

1,650,000 701,800 〇

健康経営普及を目的としたセミナー開催 令和3年3月18日に健康経営セミナー（健
康保険委員研修会）を開催し、56名が参
加した。

325,000 330,000 〇

オーダーメイド型事業所カルテの作成 各事業所に自社の健康課題を把握しても
らうこと、及び職場の健康づくりの推進を
目的として事業所カルテを作成し、健康
宣言事業所やこれから健康経営に取り組
む予定の事業所等に配布した。

2,728,000 2,750,000 内製

コラボヘルス事業経費 10,148,000 7,772,523

保健事業計画アドバイザー経費 調査研究プロジェクトチームのアドバイ
ザーとして有識者に助言をいただいた。

374,000 195,200 〇

その他の経費 374,000 195,200

保健事業予算 計 32,657,000 25,417,589

（単位：円）
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